
 

 

 

チャレンジすること 

校長 河村康郎 

新入生９６名が入学しました。全校生徒２８０名・

教職員３８名で、本年度の教育活動をスタートします。

昨年度５月以降、新型コロナウイルスが５類に移行さ

れ、入学式では多くの来賓の方々、新入生の保護者の

皆さんに参列いただき、無事に入学式を終えることが

できました。新入生の皆さん、保護者の皆さん、誠に

おめでとうございます。 

さて、入学式の式辞の中で、「チャレンジして失敗

を恐れるよりも、何もしないことを恐れろ」という本

田宗一郎氏（自動車メーカーホンダの創始者）の言葉

を紹介しました。人は何かに挑戦しようとするとき、

失敗を怖がり、結果を恐れ、動きを止めてしまうこと

がある。実際に夢があっても挑戦しなければ、その夢

は叶うことはない。挑戦しないということの方が恐れ

るべきことであるということです。 

つい先日のことですが、夢を叶えた高萩中学校の卒

業生がいます。健康福祉大学高崎高等学校（健大高崎）

野球部の佐々木貫汰くんです。センバツ高校野球（春

の甲子園）に出場した佐々木くんは、レギュラーとし

て出場し、見事全国優勝を果たしました。チャレンジを続ければ夢は必ず叶うとは言えま

せんが、夢を叶えた人は必ずチャレンジを続けた人です。 

令和６年度、生徒、教職員、家庭、地域がチャレンジし続ける１年間となることを願っ

ています。大いなる希望を持って、令和６年度をスタートします。 

 

 

  

 

 

 

☆保護者の皆様へ 

本校、校長３年目となりました河村康郎
かわむらやすろう

です。高萩っ子が「よりよ

く生きていく力」を身につけられる学校経営を行います。生徒にわか

る喜びを感じさせ、生徒の成長を喜ぶ教職員集団を目指します。 

また、コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育を行って

いきます。引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

学校教育目標 「賢く 優しく 逞しく」 

令和６年４月９日 第 1号 

高萩中だより 

「ふるさとを愛し、 

生きていく力を育む萩っ子」の育成を目指します 
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